
取組事例 「丘のまちびえい」に新たな人の流れをつくる
（美瑛町）

美瑛町では、魅力ある観光資源を生かし観光地としての知名度向上の取組に加え、観光拠点の再構
築、観光スポット周辺整備、町内関係団体の連携に基づく美瑛版DMOの創設、首都圏アンテナショップで
の特産品販売を通じた町PRなど、稼ぐ観光に向けた体制整備。

基準値基準値基準値基準値
（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ26））））

実績実績実績実績
（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）

目標値目標値目標値目標値
（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）

進捗率進捗率進捗率進捗率
（％）（％）（％）（％） 地域資源を活用した観光戦略の構築・情報発信力地域資源を活用した観光戦略の構築・情報発信力地域資源を活用した観光戦略の構築・情報発信力地域資源を活用した観光戦略の構築・情報発信力

強化による交流人口の増加強化による交流人口の増加強化による交流人口の増加強化による交流人口の増加

〇主な取組
・観光地としての知名度アップの

ための情報発信
・観光マスタープラン作成
・町内関係団体の連携に基づく美

瑛版DMOの創設
・東京有楽町のアンテナショップ

での農産品・加工品販売を通じ
た町のPR

・観光拠点である白金エリアの再
構築事業

・道の駅「白金ビルケ」オープン
・観光スポット「青い池」周辺整

備

関連数値目標・ＫＰＩ

外国人観光客の宿泊延べ数

取組事例 「丘の「丘の「丘の「丘のままままちびえい」に新たな人の流れをつくるちびえい」に新たな人の流れをつくるちびえい」に新たな人の流れをつくるちびえい」に新たな人の流れをつくる

観光入込観光入込観光入込観光入込
客数客数客数客数

1,791

千人千人千人千人
2.375

千人千人千人千人
2,000

千人千人千人千人
118.8%

特産品アン特産品アン特産品アン特産品アン
テナショップテナショップテナショップテナショップ
年間売上率年間売上率年間売上率年間売上率

100% 140% 130% 107.7%

取組の推進体制
町内関係団体の連携に基づく「丘のまちびえいDMO」を立ち上
げ、美瑛の「稼ぐ力」を引き出し「観光地経営」の視点に立っ
て取組を効果的に推進。

旭川空港国際線旭川空港国際線旭川空港国際線旭川空港国際線の減便・運休の減便・運休の減便・運休の減便・運休(H29～～～～)、、、、胆振東部地震胆振東部地震胆振東部地震胆振東部地震(H30)、、、、新新新新
型コロナウイルス型コロナウイルス型コロナウイルス型コロナウイルス(R1)等の影響がある中においても、着実に海等の影響がある中においても、着実に海等の影響がある中においても、着実に海等の影響がある中においても、着実に海
外客のファンを増やしている。外客のファンを増やしている。外客のファンを増やしている。外客のファンを増やしている。

〇主な成果
受入体制の整備を整えながら、観光

地としての魅力発信を集中的に行った
ことにより、質の高いおもてなしを提
供することができ、「丘のまちびえ
い」のブランド力向上が図られ、交流
人口の拡大に繋がった。

19453
22316

39789 39816
36917

26219

0

10000

20000

30000

40000

50000

H26 H27 H28 H29 H30 R1



取組事例 浜頓別魅力発信プロジェクト
（浜頓別町）

浜頓別町では、交流館事業として「道の駅北オホーツクはまとんべつ」を開業し、同施設を中心として、
町のイベント等との相乗効果により、交流人口や関係人口を増加させ地域の活性化を図る。

基準値基準値基準値基準値
（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ26））））

実績実績実績実績
（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）

目標値目標値目標値目標値
（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）

進捗率進捗率進捗率進捗率
（％）（％）（％）（％） 「交流館・道の駅北オホーツクはまとんべ「交流館・道の駅北オホーツクはまとんべ「交流館・道の駅北オホーツクはまとんべ「交流館・道の駅北オホーツクはまとんべつつつつ」開業」開業」開業」開業

関連する写真、
イメージ図等

〇令和元年５月にバスターミ
ナル、交流館、道の駅として
の複数機能を有する施設とし
て開業、観光入込数が上昇し、
今後も交流人口や関係人口の
創出に期待されている。

コテージ整備事業コテージ整備事業コテージ整備事業コテージ整備事業

関連数値目標・ＫＰＩ

観光入込客の状況

取組事例 具体的事例

関連する写真、
イメージ図等

観光客入込数観光客入込数観光客入込数観光客入込数 １５万人１５万人１５万人１５万人 ４０万人４０万人４０万人４０万人 １７万人１７万人１７万人１７万人 ２３５．２％２３５．２％２３５．２％２３５．２％

取組の推進体制

令和元年５月に交流館・道の駅北オホーツクはまとんべつが開
業した。バスターミナル、交流館、道の駅としての複数機能を
有した施設であり、コテージや町のイベント等との相乗効果も
見込まれる。

観光客入込者数が、交流館オープン後、観光客入込者数が、交流館オープン後、観光客入込者数が、交流館オープン後、観光客入込者数が、交流館オープン後、
大幅な増加傾向大幅な増加傾向大幅な増加傾向大幅な増加傾向にある。にある。にある。にある。

〇地域資源を生かした体験型
観光を新たに創出する目的と
して、平成25年クッチャロ湖
畔にコテージ３棟を建設、稼
働率約７０％との運用状況で
あり、観光の拠点となってい
る。

〇主な成果
観光客入込数が前年から

２９８％増加した。

〇本年度、地域創生拠点整備
交付金を活用し、コテージ１
棟を新たに建設し、道の駅と
の更なる相乗効果が期待され
る。
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取組事例 官民協働による地域産業の再生と観光資源の磨き上げ
（福島町）

福島町では、陸上養殖技術の開発や未利用資源の有効活用に官民が連携して取り組んでいるほか、
新たな観光プログラムを構築し、地域産業の再生と雇用の創出、交流人口の拡大を図る。

基準値
（Ｈ27）

実績
（Ｒ元）

目標値
（Ｒ元）

進捗率
（％）

主な取組
• 地方創生拠点整備交付金を活用し15万個の飼育が可能とな
る陸上養殖施設を建設

• 都内で開催された品評会で試食品を提供

• 販路開拓に向け飲食店へ原料を供給し、アンケート調査を
実施

関連数値目標・ＫＰＩ

コンブ⽣産量 332ｔ 625ｔ 322ｔ 194.1

水産加工場
就業者数 302人 176人 302人 58.3

推進体制
町と町内有志により「(一社)福島町

まちづくり工房」を設立し、まちづ
くりに関する企画、運営などを実施

主な取組
• 惣菜大手メーカー「㈱ヤマザキ｣「漁協｣「町」により、未利用
資源【早採り昆布】の有効活用に向けた共同事業実施に関する
合意書を締結

• 商品化に向けて原料加工の試験研究を実施

町内の雇用増(約約約約25252525名名名名)

｢早採り昆布｣を使用した新商品開発

原料供給による漁業者の所得向上

町内の学校給食でアワビカレー
などを提供

｢福島に来ればいつでもアワビ｣

をキャッチフレーズに、道の駅
等でアワビ商品の販売を開始

推進体制
民間企業、漁協、町の３者で事業化合意書を締結し、６次産業化
の取組を効果的に推進

推進体制
民間企業、大学、商工会、町が連携し、ノウハウを活かしな
がら施設開発や商品開発、マーケティングに取り組んでいる

主な取組
• 手つかずの大自然【青の洞窟】
を巡る観光プログラム「岩部ク
ルーズ」造成

• 地方創生推進交付金を活用し、
海底を覗くことができる「グラ
スボート」を新造

町の観光資源として定着

近隣観光施設の来館者の増
加にもつながっている

観光入込客数 70,100人 89,508人 80,000人 111.9

取組事例Ⅰ 蝦夷アワビ陸上養殖技術の確⽴

取組事例Ⅱ 福島町昆布プロジェクトの推進

取組事例Ⅲ 新たな観光資源の創出

（品評会出展の様子）

（H29.2調印式） （新商品）



取組事例 地域の気候風土や資源を活かした特産品開発の推進
（積丹町）

積丹町では、積丹半島の気候風土が育んだ、樹木の実や香草植物（ボタニカル）を生かし、国内初のボタニカ
ル栽培からジンの蒸溜まで一貫して生産・販売を行う民間会社を設立。その拠点である「積丹ブルー蒸溜所」を
核として、民間主導の官民連携による新たな地域づくりを進める取組みを推進する。

数値目標数値目標数値目標数値目標
基準値基準値基準値基準値
（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ26））））

実績実績実績実績
（（（（R元）元）元）元）

目標値目標値目標値目標値
（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）

進捗率進捗率進捗率進捗率
（％）（％）（％）（％）

積丹積丹積丹積丹GIN開発等事業開発等事業開発等事業開発等事業

〇主な取組
積丹町の地方創生を推進するプロジェ

クト。積丹半島に自生する香草植物のミ
ヤマビャクシンやウワミズザクラ、アカ
エゾマツの他、荒れた農地で栽培してい
るハーブ等をブレンドし、ボタニカルの
風味を最大限に活かした蒸溜酒の生産・
販売を目指す。

関連数値目標・ＫＰＩ 取組事例

新規就業者数新規就業者数新規就業者数新規就業者数
（人）（人）（人）（人）

－－－－ １１１１１１１１ ５５５５ ２２０．０２２０．０２２０．０２２０．０

新規起業件数新規起業件数新規起業件数新規起業件数
（件）（件）（件）（件）

－－－－ ４４４４ ３３３３ １３３．３１３３．３１３３．３１３３．３

取組の推進体制

平成28年度から官民連携による事業化に向けた調査研究を進
め、平成30年３月には、産学官金関係者、ふるさと納税寄付者、
観光サポーター等、道内外の積丹町と関わりのある方々で構成す
る「積丹応援団」の力により、「株式会社積丹スピリット」を
設立。令和元年８月には、産学官金連携事業として、国・金融
機関の支援が決定。

〇主な成果
町営温泉「岬の湯しゃこたん」の隣接地に、国内初のクラフトジン蒸

溜所が建設され、令和２年５月23日より蒸溜を開始。世界中のすべての
方々の明るい未来への「希望」を願い、同年６月５日から蒸溜酒積丹ジ
ン火の帆｢KIBOU｣のインターネット販売を開始し、７月６日時点で全国約
1,000人から注文が殺到し、初回蒸溜品約2,000本は完売。
積丹ジン火の帆｢KIBOU｣とともに、ボタニカルを身近に感じてもらうた

め、クラフトジンに使用するボタニカルのフレーバーを生かしたチョコ
レートも開発、ジンとコラボとした予約販売では即完売するなど、お酒
好きの方を中心に幅広い客層からの人気を獲得。

※写真は積丹ブルー蒸溜所外観、蒸溜機、ボタニカル農場、積丹ジン火の帆｢KIBOU｣

課題と今後の対応状況

本事業の到達点の1つは、この販売を通じて、観光振興や
森林・農地資源の有効活用等につなげることにあり、今後の
課題は、購入顧客を通じた積丹町及び積丹半島の魅力の更な
るＰＲを進めることにある。
今後は、自然資源のみならず、食、酒を活かした新たな体

験・滞在型の体験ツアーづくり等を通じて、地域経済の活性
化、さらには、域内資金循環、新たな資金誘導も図り、産業
育成を図る。



取組事例 都市拠点機能の整備及び補てん型から利用型の公共交通体系の構築
（夕張市）

夕張市では、人口減少に対応する都市機能の集約を促進するため、今後将来の都市拠点となる清水
沢地区に子育て支援機能や交通結節点機能を持った拠点複合施設の建設を進めている。また、JR廃線
等による市内交通体系の維持のため、デマンドバス等を導入した。

基準値基準値基準値基準値
（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ26））））

実績実績実績実績
（（（（R元）元）元）元）

目標値目標値目標値目標値
（（（（R元）元）元）元）

進捗率進捗率進捗率進捗率
（％）（％）（％）（％）

拠点複合施設の整備拠点複合施設の整備拠点複合施設の整備拠点複合施設の整備

〇主な取組
・H28年度：市民を交えた検討チームを
設置し基本計画を策定

・H29年度：建設用地を取得、基本計画に
基づいた基本設計、実施設計を実施。

・H30年度：建設工事の着工
・R2年3月：供用開始

新新新新たな公共交通体系の整備たな公共交通体系の整備たな公共交通体系の整備たな公共交通体系の整備

関連数値目標・ＫＰＩ ※代表的なものを記載 取組事例

交通結節点の構築交通結節点の構築交通結節点の構築交通結節点の構築 ００００ １１１１ １１１１ １００１００１００１００

取組の推進体制

〇主な取組
・デマンドバスの導入
・タクシー乗車代金補助制度の導入
・JR廃線に伴う路線バスを中心とし

た交通体系の構築
・仮設交通結節点（バスまちスポッ

ト）の設置
・予約型スクールバス（ピコピコシ

ステム）の導入

〇主な成果
・デマンドバス登録者数 260人
・タクシー乗車代金補助制度登録者数 91人
・JR石勝線夕張支線１日５往復→路線バス南北軸１日10往復
・ピコピコシステムの導入により、年間約130万円のコスト削減と
冬期の増便を実現

拠点複合施設については、平成30年度に着工し、令和２年３

月に供用を開始した。
新たな公共交通体系の整備については、平成25年３月に策定
した「夕張市生活交通ネットワーク計画」に基づき、交通体系の
効率化、デマンド交通の導入・運行等を実施している。

新たな公共交通体系



取組事例 官民連携による安定した雇用の創出や新しい人の流れの創出
（津別町）

津別町では、官民連携の推進により、空き家活用による新しい人の流れや、障がい者の働く場を創出し、
新たな雇用を生み出すことで定住人口の増加に取り組んでいる。

基準値基準値基準値基準値
（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ26））））

実績実績実績実績
（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）

目標値目標値目標値目標値
（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）（Ｒ元）

進捗率進捗率進捗率進捗率
（％）（％）（％）（％）

官民連携による地場産業振興官民連携による地場産業振興官民連携による地場産業振興官民連携による地場産業振興
〇主な取組
地域経済の循環促進と地域外からの外貨獲得を推進し、民間主体の稼

ぐまちづくりを実施する民間組織として、「北海道つべつまちづくり株
式会社」を設立。

障がい障がい障がい障がい者の働く場と生活の場の確保者の働く場と生活の場の確保者の働く場と生活の場の確保者の働く場と生活の場の確保

関連数値目標・ＫＰＩ

新規事業者の増加に伴う雇用者増の状況

取組事例 津別町で働き、暮らしたいと思える活力あるまちづくり

障がい障がい障がい障がい者等の者等の者等の者等の
地元での就労地元での就労地元での就労地元での就労

2人人人人 7人人人人 7人人人人 100.0％％％％

新規事業者の増加新規事業者の増加新規事業者の増加新規事業者の増加
に伴う雇用者増に伴う雇用者増に伴う雇用者増に伴う雇用者増 0人人人人 17人人人人 5人人人人 340.0％％％％

取組の推進体制
役場、社会福祉協議会、農業協同組合、商工会などから構成

される「津別町創生総合戦略会議」を立ち上げ、官民の連携に
より取組を効果的に推進。

〇主な取組
千葉県船橋市の障がい福祉事業者と連携し、

町内に子会社「㈱びーと」を設立。
町内の障がい福祉事業者へサービス拡大支援

等の実施や町内の空き家を活用した町内初の障
がい者向けグループホームの開所、就労へ繋げ
る情報収集の場としてカフェ運営を開始。
○主な成果
障がい者等の地元就労人数
H26:２人 → R1:７人

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

H26 H28 H30 R1

新規事業者数（事業者） 新規事業者に伴う雇用者数（人）

空き家活用による新たな価値の創出空き家活用による新たな価値の創出空き家活用による新たな価値の創出空き家活用による新たな価値の創出
〇主な取組
空き家活用により新たな価値を創出す

る「道東エリアリノベーション・プロ
ジェクト・イン津別」を立ち上げ、ゲス
トハウスとコワーキングスペースの運営
者の育成を行うワークショップを実施。
○主な成果
平成31年２月に「起業支援型コワーキ

ングスペースJIMBA」がオープンし、多く
の人的交流を創出している。


